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域
西
河
内
の
中

山
遺
跡
か
ら
出

土
し
、
落
合
総

合
セ
ン
タ
ー
へ

展
示
し
て
あ
る
。

上
中
津
井
の
定

故
葛
原
克
人
（
元
岡
山
県
立

地
区
に
在
る

お
り
、
代
々
一
人
の
首
長
が
こ

博
物
館
長
）
さ
ん
は
、
著
書
の

「
矢
の
内
遺
跡
」
で
は
、
大
型

考
え
ら
れ
る
。
谷
尻
遺
跡
の
館

の
盆
地
を
支
配
し
て
い
た
と
考

中
で
、
「
北
房
地
域
で
は
、
そ

で
朱
塗
り
の
壺
や
甕
に
混
じ
っ

に
住
ん
だ
首
長
の
墓
は
、
は
た

か
め

え
ら
れ
て
い
る
。
今
で
言
え
ば
、

う
遠
く
な
い
将
来
、
弥
生
墳
丘

て
、
特
殊
壺
形
土
器
の
破
片
が

し
て
荒
木
山
東
塚
な
の
か
、
弥

北
房
盆
地
を
俯
瞰
す
る
と
、

町
と
か
市
と
い
っ
た
ま
と
ま
り

墓
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
高
い
」

発
見
さ
れ
て
い
る
。

生
墳
丘
墓
な
の
か
。
墳
丘
墓
で

ふ

か
ん

備
中
川
と
中
津
井
川
の
合
流
点

で
、
吉
備
の
国
を
構
成
す
る
一

と
述
べ
て
い
る
。
弥
生
墳
丘
墓

そ
の
事
実
が
発
見
の
手
掛
か

あ
れ
ば
、
上
水
田
の
盆
地
を
見

か
ら
、
直
線
距
離
で
高
岡
神
社

つ
の
単
位
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

は
、
古
墳
時
代
に
入
る
前
の
首

り
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま

下
ろ
す
小
高
い
山
に
在
る
の
で

辺
り
ま
で
が
約
五
キ
ロ
、
上
呰

れ
て
い
る
。

長
の
墓
で
、
特
殊
壺
形
土
器
と

た
、
上
水
田
の
谷
尻
遺
跡
で
は
、

は
な
か
ろ
う
か
。
は
た
し
て
、

部
の
双
内
橋
ま
で
が
約
四
キ
ロ
、

幸
い
、
北
房
地
域
は
、
高
速

特
殊
器
台
形
土
器
と
よ
ば
れ
る

弥
生
時
代
終
わ
り
頃
の
首
長
の

弥
生
墳
丘
墓
は
何
処
に
。
ロ
マ

そ
し
て
、
落
合
境
ま
で
が
約
六

道
路
建
設
に
伴
う
調
査
を
は
じ

大
型
で
朱
塗
り
の
土
器
を
伴
っ

館
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
荒
木

ン
が
広
が
る
。

キ
ロ
あ
る
。

め
、
岡
山
大
学
に
よ
る
定
古
墳

て
い
る
。
近
く
で
は
、
落
合
地

山
東
塚
は
そ
の
頃
造
ら
れ
た
と

古
代
、
こ
の
盆
地
に
生
き
た

群
の
発
掘
調
査
ま
で
多
く
の
調

人
々
は
、
ほ
ぼ
こ
の
範
囲
で
生

査
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、

活
し
、
多
く
の
生
活
の
跡
を
残

輝
い
て
い
た
北
房
の
古
代
が
あ

続
い
て
西
塚
が

し
て
い
る
。
そ
の
数
は
約
四
百

る
。
こ
の
「
荒
木
山
通
信
」
が
、

築
か
れ
、
そ
し

三
十
カ
所
で
、
そ
の
内
約
二
百

お
互
い
の
学
び
の
一
助
に
な
る

て
、
そ
ふ
づ
ぶ

五
十
カ
所
が
お
墓
（
古
墳
）
で

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日

う
古
墳
、
立
一
号
墳
な
ど
の
首

あ
る
。
当
時
古
墳
を
造
っ
た
の

に
発
足
し
ま
し
た
。

長
墳
が
連
続
し
て
築
か
れ
て
い

は
有
力
者
た
ち
で
、
大
多
数
の

来
年
、
平
成
三
十
年

荒
木
山
東
塚
は
、
日
本
列
島

き
ま
す
。
荒
木
山
の
古
墳
は
、

民
衆
は
近
年
ま
で
行
わ
れ
て
い

（
二
〇
一
八
年)

は
、

で
首
長
墳
が
前
方
後
円(

方)

墳

北
房
盆
地
に
古
墳
時
代
の
幕
開

な
お
、
本
会
の
活
動
は
、
関

た
よ
う
な
木
棺
の
土
葬
で
あ
っ

大
谷
発
掘
三
十
周
年

と
い
う
新
し
い
型
の
墳
墓
に
統

け
を
告
げ
た
記
念
す
べ
き
古
墳

係
地
権
者
の
方
々
、
ま
た
地
域

た
。

大
谷
・
定
古
墳
群

一
さ
れ
て
い
く
と
き
、
い
ち
早

で
す
。
本
会
は
、
謎
と
ロ
マ
ン

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援

古
墳
の
中
に
は
、
こ
の
盆
地

国
史
跡
指
定

く
築
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
満
ち
た
貴
重
な
遺
跡
を
守
り
、

無
く
し
て
は
成
し
得
ま
せ
ん
。

を
支
配
し
た
首
長
の
墓
（
首
長

十
周
年

初
期
の
古
墳
は
「
成
立
期
の
古

そ
し
て
多
く
の
方
々
に
紹
介
し

関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し

墳
）
が
、
十
基
ほ
ど
分
か
っ
て

墳
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

荒
木
山
通
信

2017年12月

創刊号

荒木山の古墳

を顕彰する会

北
房
の
古
代
が
熱
い
！

弥
生
墳
丘
墓
は

ど
こ
に
？

○祝

特殊器台

荒
木
山
の
古
墳
顕
彰
会
と
は
？

荒木山(古墳)の見学会

２９年４月
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た
。
そ
し
て
、

真
庭
市
に
要
望
し
、
市
か
ら
「
実

古
墳
の
外
周
の

施
に
向
け
て
、
前
向
き
に
検
討

測
量
も
行
っ
て

し
た
い
。
」
と
の
回
答
を
戴
き

い
ま
す
。

ま
し
た
。
本
会
と
し
て
は
、
引

本
会
で
は
、
古
墳
と
そ
の
周

二
十
九
年
の
三
月
に
は
柴
掻

き
続
き
墳
丘
や
周
辺
の
掃
除
を

辺
の
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。
二

き
を
し
、
十
一
月
に
立
木
の
伐

行
い
、
測
量
の
環
境
整
備
を
進

十
八
年
の
三
月
か
ら
四
月
に
三

採
や
掃
除
を
二
回
行
い
ま
し
た
。

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

回
、
十
一
月
に
一
回
、
柴
掻
き

会
員
研
修
と
し
て
、
会
員
の
勉

荒
木
山
の
二
基
の
古
墳
は
、

や
草
刈
り
、
雑
木
の
伐
採
な
ど

強
会
や
真
庭
市
歴
史
講
演
会
へ

真
庭
市
の
指
定
文
化
財
で
あ
り
、

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内

の
参
加
、
視
察
研
修
な
ど
を
楽

今
後
も
真
庭
市
と
連
携
を
密
に

の
史
跡
巡
り
や
講
演
会
、
視
察

し
み
な
が
ら
行
っ
て
来
ま
し
た
。

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

研
修
に
も
出
掛
け
て
行
き
ま
し

な
お
、
墳
丘
の
詳
細
測
量
を

時
代(

前
方
後
円
墳
時
代)

が
終

も
築
か
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
ど

続
い
て
築
か
れ
た
と
さ
れ
て
い

わ
り
、
飛
鳥
時
代
に
な
っ
て
か

う
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ

る
。
小
田
鼻
古
墳
は
、
上
呰
部

ら
の
築
造
で
あ
る
。
そ
の
頃
に

う
か
。
こ
れ
ら
の
方
墳
に
眠
る

の
備
中
川
西
岸
丘
陵
上
に
築
か

は
、
前
方
後
円(

方)

墳
が
築
か

主
は
何
者
か
、
在
地
の
首
長
た

れ
た
全
長
三
十
二
メ
ー
ト
ル
の

れ
な
く
な
り
、
王
族
や
一
部
の

ち
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

前
方
後
方
墳
で
、
六
世
紀
前
半

大
谷
一
号
墳
と
定
古
墳
群
の

で
、
吉
備
国
併
合
と
い
う
大
事

高
位
の
者
の
み
に
方
墳
の
築
造

蘇
我
氏
の
一
族
な
い
し
直
属
の

の
築
造
と
さ
れ
、
埋
葬
施
設
は

発
掘
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

に
関
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
定
古
墳

が
許
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

豪
族
が
北
房
に
進
出
し
、
そ
し

竪
穴
式
石
槨
と
見
ら
れ
て
い
る

か
く

古
墳
が
西
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

群
の
被
葬
者
と
北
房
地
域
は
、

中
央
で
は
、
蘇
我
氏
が
い
ち

て
定
住
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

吉
備
で
は
、
前
方
後
方
墳
は
、

ス
の
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と

古
代
史
を
考
え
る
上
で
さ
ら
な

早
く
方
墳
を
築
き
、
天
皇
陵
に

私
は
後
者
で
は
な
い
か
と
考
え

古
墳
時
代
の
初
期
に
築
造
さ
れ

が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
被

る
研
究
と
評
価
が
な
さ
れ
る
で

も
採
用
さ
せ
た
。
ち
な
み
に
、

て
い
る
。

て
お
り
、
こ
の
時
期
の
築
造
は

葬
者
た
ち
は
、
当
時
ヤ
マ
ト
政

あ
ろ
う
。
以
上
が
定
古
墳
群
に

蘇
我
氏
の
初
代
・
稲
目
の
「
都

北
房
の
首
長
た
ち
が
蘇
我
氏

稀
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
雲
地

権
の
実
力
者
蘇
我
氏
が
吉
備
を

つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
概
要
で

塚
古
墳
」、
二
代
・
馬
子
の
「
石

の
後
ろ
盾
を
得
て
、
七
世
紀
に

方
で
は
な
お
多
く
造
ら
れ
て
お

併
合
す
る
際
、
蘇
我
氏
に
協
力

あ
る
。

舞
台
古
墳
」
は
、
い
ず
れ
も
大

な
っ
て
急
速
に
力
を
付
け
た
と

り
、
そ
の
勢
力
が
最
も
盛
大
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
急
速
に
力

ご
承
知
の
と
お
り
、
大
谷
・

型
の
方
墳
で
あ
る
。
墓
造
り
が

さ
れ
て
い
る
が
、
は
た
し
て
そ

な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
、

を
付
け
た
在
地
の
首
長
た
ち
だ

定
古
墳
群
は
、
い
ず
れ
も
七
世

制
限
さ
れ
る
中
で
、
北
房
の
盆

う
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考

ろ
う
。
そ
し
て
、
古
代
の
日
本

紀(

一
部
は
八
世
紀
と
も)

に
築

地
に
天
皇
陵
の
縮
小
版
と
も
言

定
古
墳
群
で
最
初
に
築
か
れ

え
ら
れ
て
い
る
。
前
方
後
円
墳

が
中
央
集
権
化
に
向
か
う
過
程

か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
墳

わ
れ
る
段
構
造
の
方
墳
が
六
基

た
定
東
塚
は
、
小
田
鼻
古
墳
に

時
代
の
序
列
は
、
前
方
後
円
墳

会員視察研修「四ツ塚古墳」２９年１０月

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

墳丘や周辺の清掃活動 ２９年３月

定
古
墳
群
は
、
蘇
我
氏
一
族
の
墓
か
？

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す
る
会

代
表

久
松

秀
雄
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が
最
上
位
で
、
次
い
で
前
方
後

は
、
大
和
政
権
が
主
導
す
る
古

し
た
と
す
る
に
は
、
相
当
の
無

吉
備
の
首
長
た
ち
を
掌
握
し
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
墳
の
築
造

方
墳
で
あ
り
、
大
型
の
前
方
後

墳
秩
序
よ
り
も
出
雲
と
の
関
係

理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

統
一
国
家
へ
向
か
う
新
し
い
律

が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
う
考
え

円
墳
で
あ
る
立
一
号
墳
か
ら
前

を
重
視
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
こ
う
は
考
え
ら
れ

令
制
度
を
浸
透
さ
せ
た
と
い
う

る
と
、
鋤
先
や
斧
状
鉄
製
品
、

す
き

方
後
方
墳
の
小
田
鼻
古
墳
へ
と

こ
の
よ
う
に
、
出
雲
と
親
密
な

な
い
だ
ろ
う
か
。
蘇
我
稲
目
が

仮
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

金
製
品
な
ど
朝
鮮
半
島
と
の
交

首
長
墳
が
継
承
さ
れ
た
と
な
る

関
係
に
あ
っ
た
小
田
鼻
古
墳
の

実
権
を
握
っ
た
六
世
紀
中
頃
、

一
族
は
北
房
に
定
住
し
、
定
古

流
を
示
す
副
葬
品
も
理
解
が
し

と
、
格
下
げ
に
な
っ
た
こ
と
に

首
長
を
蘇
我
氏
が
支
配
下
に
お

蘇
我
氏
の
勢
力
が
北
房
に
進
出

墳
群
に
葬
ら
れ
た
。
蘇
我
氏
の

や
す
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か

な
る
。
小
田
鼻
古
墳
の
被
葬
者

い
て
吉
備
併
合
の
大
事
業
を
な

し
、
在
地
の
首
長
と
協
力
し
て

権
勢
を
も
っ
て
こ
そ
、
西
日
本

が
で
し
ょ
う
か
。

と
し
て
会
員
一
同
が
胸
開
く
思

小
野
妹
子

い
で
一
杯
だ
。

を
遣
隋
使

古
墳
時
代(

三
～
七
世
紀)

も

と
し
て
派

終
末
を
迎
え
た
時
、
大
谷
一
号

遣
。
内
政

墳
は
出
現
し
た
。
王
族
の
み
に

で
は
、
冠

今
朝
も
緑
の
大
根
畑
に
大

そ
の
状
況
の
中
で
荒
木
山
東

許
さ
れ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
墳

位
十
二
階

霜
が
お
り
て
年
の
瀬
の
近
い

塚
古
墳
は
、
古
墳
前
期
の
特
徴

型
、
副
葬
品
の
見
事
な
環
頭
大

・
十
七
条

の
を
知
ら
せ
て
い
る
。
幾
千

で
あ
る
前
方
後
方
墳
で
、
備
前

刀
な
ど
か
ら
類
推
す
る
と
、
大

の
憲
法
の

年
も
こ
う
し
て
春
夏
秋
冬
を

車
塚
古
墳
や
川
東
車
塚
古
墳
と

和
朝
廷
が
派
遣
し
た
王
族
身
分

制
定
な
ど

迎
え
た
北
房
の
盆
地
は
、
実

同
時
代
の
も
の
と
し
て
注
目
さ

の
将
軍
が
葬
ら
れ
た
に
違
い
な

を
進
め
て

は
古
代
吉
備
王
国
の
北
部
文

れ
て
き
た
。
両
車
塚
は
い
ず
れ

い
と
思
う
。

い
た
。

化
圏
の
遺
産
を
豊
富
に
埋
蔵

も
昭
和
三
十
年
代
に
発
掘
調
査

六
世
紀
～
七
世
紀
の
日
本
は
、

つ
ま
り
、

し
て
い
る
宝
庫
で
あ
る
。

さ
れ
、
銅
鏡
な
ど
が
出
土
し
在

朝
鮮
半
島
の
任
那
に
日
本
府
を

七
世
紀
は
日
本
が
大
和
朝
廷
に

山
陰
・
山
陽
を
結
ぶ
交
通

四
百
の
遺
跡
と
二
百
の
古

地
豪
族
の
墓
で
は
な
い
か
と
推

設
け
て
い
た
が
、
新
羅
や
高
句

よ
っ
て
内
外
に
国
家
と
し
て
の

の
要
衝
の
地
で
あ
る
と
共
に

墳
の
中
で
貴
重
な
文
化
遺
産

定
さ
れ
て
い
る
。

麗
の
侵
攻
を
受
け
、
大
軍
を
送

権
威
が
公
認
さ
れ
た
世
紀
と
云

肥
沃
な
沖
積
盆
地
で
豊
か
な

の
学
術
的
評
価
が
さ
れ
て
い

こ
の
度
、
荒
木
山
古
墳
を
顕

っ
て
任
那
を
支
援
す
る
と
い
う
、

っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
大
和
に
と

生
産
力
を
持
つ
北
房
の
地
は
、

る
の
は
、
定
古
墳
群
や
大
谷

彰
す
る
会
の
発
足
以
来
、
地
道

大
陸
・
半
島
と
の
厳
し
い
軍
事

っ
て
内
憂
の
種
の
一
つ
、
吉
備

今
、
古
墳
時
代
の
全
期
が
解

一
号
墳
な
ど
終
末
期
の
一
部

な
保
護
活
動
が
認
め
ら
れ
、
学

・
外
交
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。

・
出
雲
の
旧
王
国
の
連
携
を
阻

明
さ
れ
る
こ
と
を
待
っ
て
い

に
限
ら
れ
て
お
り
、
弥
生
か

術
測
量
に
向
け
て
市
の
検
討
も

七
世
紀
を
迎
え
る
と
、
日
本
は

止
し
、
政
権
の
安
定
を
図
る
た

る
の
で
あ
る
。

ら
古
墳
中
期
の
姿
は
未
解
明

進
ん
で
お
り
、
古
代
文
化
の
宝

半
島
か
ら
撤
兵
し
、
新
羅
攻
撃

め
、
北
房
の
地
へ
将
軍
を
派
遣

と
云
っ
て
も
よ
い
。

庫
の
扉
を
開
く
大
き
な
第
一
歩

を
中
止
し
た
。
聖
徳
太
子
は
、

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

古
墳
文
化
の
宝
庫

北
房

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す
る
会

顧
問

戸
村

彰
孝

発掘時の定北古墳

1995 年、岡大考古学研究室

発行の「定北古墳」から
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で
あ
る
。
分
か
れ
道

堂
々
た
る
後
円
部
が
見
え
る
。

を
右
に
採
る
と
西
塚

東
塚
に
は
、
後
方
部
を
主
に

の
西
の
端
へ
と
通
じ

桧
の
大
木
が
林
立
し
て
い
る
。

て
い
る
。
平
野
部
と

西
塚
に
は
広
葉
樹
の
大
木
が
あ

市
道
の
下
中
津

と
の
比
高
差
は
約
二

る
が
本
数
は
僅
か
で
あ
る
。
東

○
代

表

久
松

秀
雄

井
井
尾
線
（
通
称

十
メ
ー
ト
ル
で
、
十

塚
西
塚
と
も
に
後
世
改
変
を
受

○
副
代
表

南
條

保
之

南
部
線
）
の
中
程

分
も
あ
れ
ば
上
る
こ

け
て
い
る
が
、
古
墳
の
姿
を
よ

平
成
三
十
年
度
も
、
墳
丘
や

○
顧

問

西
谷

寛

に
、
住
宅
団
地
の

と
が
で
き
る
。

く
止
め
て
い
る
。

周
辺
の
掃
除
の
ほ
か
、
研
修
活

同

戸
村

彰
孝

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

南
コ
ー
ス
は
、
常

つ
づ
く

動
な
ど
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

○
事
務
局

宮
田

美
輝

が
在
る
。
そ
の
山

井
池
の
西
側
に
在
る

な
お
、
三
十
年
は
大
谷
一
号

同

畦
田

正
博

裾
に
、
緑
の
屋
根

駐
車
場
か
ら
集
落
の

墳
の
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
た
昭

同

奥
田

健
治

の
老
人
憩
い
の
家
が
ひ
っ
そ
り

中
の
道
を
西
へ
進
み
、
城
﨑
両

和
六
十
三(

一
九
八
八)

年
か
ら

○
幹

事

難
波

正
夫

と
建
っ
て
い
る
。
憩
い
の
家
の

家
の
間
の
小
道
を
上
る
と
比
較

三
十
年
、
ま
た
「
大
谷
・
定
古

同

中
山

荘
司

裏
山
が
荒
木
山
で
あ
る
。

的
楽
に
東
塚
と
西
塚
の
中
間
へ

趣
旨
に
賛
同
し
、
入
会
を

墳
群
」
が
国
指
定
史
跡
に
決
ま

同

井
原

隆
志

工
藤
家
の
東
側
の
小
道
を
上

と
上
る
こ
と
が
で
き
る
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
会
役

っ
た
平
成
二
十(

二
〇
〇
八)

年

同

志
田

浩
一

る
北
コ
ー
ス
は
、
途
中
大
理
石

ど
ち
ら
の
古
墳
も
前
方
部
を

員
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
そ

か
ら
十
年
と
な
る
記
念
す
べ
き

同

三
浦

明

の
案
内
板
の
所
で
二
手
に
分
か

西
南
に
向
け
て
お
り
、
中
央
に

し
て
、
入
会
時
に
年
会
費
三

年
で
す
。
本
会
は
、
真
庭
市
の

同

川
口
與
志
継

立
つ
と
東
に
は
東
塚
の
前
方
部

千
円
を
納
入
下
さ
い
。

記
念
行
事
等
に
も
参
加
・
協
力

同

大
植

昭
一

の
奥
に
一
段
高
く
後
方
部
が
望

会
員
へ
は
、
当
会
の
活
動

し
、
顕
彰
活
動
を
盛
り
上
げ
た

○
監

事

山
崎

和
光

ま
れ
る
。
西
を
見
る
と
西
塚
の

状
況
や
計
画
を
お
知
ら
せ
す

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同

天
野

光
暉

る
ほ
か
、
真
庭
市
が
開
催
す

る
歴
史
関
係
の
講
演
会
な
ど

も
ご
案
内
し
ま
す
。

れ
て
い
る
。
左

に
と
っ
て
し
ば

ら
く
進
む
と
急

○

荒
木
山
の
古
墳
を
顕
彰
す

な
坂
道
と
な
り
、

る
会
で
は
、
活
動
の
よ
う
す

丸
太
の
階
段
を

や
研
修
し
た
こ
と
な
ど
を
お

登
り
切
る
と
、

知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
二
回

そ
こ
が
東
塚
と

程
度
「
荒
木
山
通
信
」
を
発

西
塚
と
の
中
間

行
す
る
予
定
で
す
。

荒
木
山
を
訪
ね
て
（
そ
の
一
）

【
役
員
紹
介
】

古墳の案内板

三
〇
年
度
に
向
け
て

―
墳
丘
測
量
の

環
境
整
備
を
ー

《
入
会
の
す
す
め
》

丸太の階段

上った道から見た西塚古墳

（後円部が向こうに見える。）

荒木山東塚古墳

荒木山西塚古墳

「広報ほくぼう」昭和63年４月号


